
がん検診のプロセス指標の基準値について
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指針の改正について

・市町村におけるがん検診は「がん予防重点健康教育及びがん検診実施の
ための指針」に基づき実施されているところであるが、令和５年６月23日
に指針の一部が改正され、以下の通り指針の一部が変更となった。

（６）事業評価
がん検診の実施に当たっては、科学的根拠に

基づく検診を、受診率向上を含めた適切な精度
管理の下で実施することが重要である。がん検
診における事業評価については、令和５年６月
に厚生労働省がん検診のあり方に関する検討会
においてとりまとめた報告書「がん検診事業の
あり方について」（以下「報告書」という。）
において、その基本的な考え方を示していると
ころである。

（６）事業評価
がん検診の実施に当たっては、科学的根拠に基

づく検診を、受診率向上を含めた適切な精度管
理の下で実施することが重要である。がん検診
における事業評価については、平成20 年３月
に厚生労働省「がん検診事業の評価に関する委
員会」がとりまとめた報告書「今後の我が国に
おけるがん検診事業の評価に関する委員会」が
とりまとめた報告書「今後の我が国におけるが
ん検診事業評価の在り方について」（以下「報
告書」という。）において、その基本的な考え
方を示しているところである。

出典：厚生労働省「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針 新旧対照表」より抜粋
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令和５年１月30日開催
「第37回がん検診のあり方に関する検討会」資料より抜粋
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令和５年１月30日開催
「第37回がん検診のあり方に関する検討会」資料より抜粋
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がん検診のあり方に関する検討会「がん検診事業のあり方について」（令和５年６月）より抜粋
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がん検診のあり方に関する検討会「がん検診事業のあり方について」（令和５年６月）より抜粋



○各がん検診に関する事業評価指標とそれぞれの許容値及び目標値 

 乳がん 子宮がん 大腸がん 胃がん 肺がん 

精検受診率 
許容値 80％以上 70％以上 70％以上 70％以上 70％以上 

目標値 90％以上 90％以上 90％以上 90％以上 90％以上 

未把握率 
許容値 10％以下 10％以下 10％以下 10％以下 10％以下 

目標値 5％以下 5％以下 5％以下 5％以下 5％以下 

精検未受診率 
許容値 10％以下 20％以下 20％以下 20％以下 20％以下 

目標値 5％以下 5％以下 5％以下 5％以下 5％以下 

精検未受診・ 

未把握率 

許容値 20％以下 30％以下 30％以下 30％以下 20％以下 

目標値 10％以下 10％以下 10％以下 10％以下 10％以下 

要精検率（許容値） 11.0％以下※ 1.4％以下 7.0％以下 11.0％以下 3.0％以下 

がん発見率（許容値） 0.23％以上※ 0.05％以上 0.13％以上 0.11％以上 0.03％以上 

陽性反応適中度（許容値） 2.5％以上※ 4.0％以上 1.9％以上 1.0％以上 1.3％以上 

※乳がん検診の要精検率、がん発見率及び陽性反応適中度については、参考値とする（算出対象の平成

17 年度データはマンモグラフィ検診が本格実施された最初の年のものであり、初回受診者の割合が著

しく高いことに影響され、過大評価されている可能性が高いため） 

がん検診事業の評価に関する委員会報告「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について」（H20 年３月）より抜粋

（参考）
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新旧対照表

新：がん検診事業のあり方について 別添６ プロセス指標の基準値一覧「表７.基準値（上限74歳)」を基に作成。
旧：今後の我が国におけるがん検診事業評価事業のあり方について 別添６ がん検診事業評価指標知の設定および活用方法について 「各がん検診

に関する事業評価とそれぞれの許容値及び目標値（案）」を基に作成。

がん検診事業の評価に関する委員会報告「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について」（H20年３月）及び
がん検診のあり方に関する検討会「がん検診事業のあり方について」（令和５年６月）より作成

すべての受診者の

検診間隔が2年

連続受診者がいる

ことを考慮
20-74歳 20-39歳 40-74歳

許容値 80％以上 許容値 70％以上

目標値 90％以上 目標値 90％以上

許容値 10％以下 許容値 10％以下

目標値 5％以下 目標値 5％以下

許容値 10％以下 許容値 20％以下

目標値 5％以下 目標値 5％以下

精検未受診・ 許容値 20％以下 許容値 30％以下

未把握率 目標値 10％以下 目標値 10％以下

要精検率 基準値 6.5%以下 6.4%以下 許容値 11.0％以下 基準値 2.5%以下 4.2%以下 1.9%以下 許容値 1.4％以下

がん発見率 基準値 0.40%以上 0.31%以上 許容値 0.23％以上 基準値 0.15%以上 0.18%以上 0.14%以上 許容値 0.05％以上

陽性反応適中度 基準値 6.1%以上 4.8%以上 許容値 2.5％以上 基準値 5.9%以上 4.4%以上 7.3%以上 許容値 4.0％以上

基準値

基準値

基準値 ―

―

―

90％以上

新

基準値 基準値

旧 旧

――

―

―

90%以上

基準値

基準値

基準値

精検受診率

未把握率

精検未受診率

乳がん 子宮がん

新

90%以上

―

―

―

90%以上

―

―

―

90%以上

―

―
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新：がん検診事業のあり方について 別添６ プロセス指標の基準値一覧「表７.基準値（上限74歳)」を基に作成。
旧：今後の我が国におけるがん検診事業評価事業のあり方について 別添６ がん検診事業評価指標知の設定および活用方法について 「各がん検診

に関する事業評価とそれぞれの許容値及び目標値（案）」を基に作成。

新旧対照表

がん検診事業の評価に関する委員会報告「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について」（H20年３月）及び
がん検診のあり方に関する検討会「がん検診事業のあり方について」（令和５年６月）より作成

検診間隔2年 検診間隔1年
検診以外の肺に関す

る検査の受診なし

検診以外の肺に関す

る検査の受診考慮

許容値 70％以上 許容値 70％以上 許容値 70％以上

目標値 90％以上 目標値 90％以上 目標値 90％以上

許容値 10％以下 許容値 10％以下 許容値 10％以下

目標値 5％以下 目標値 5％以下 目標値 5％以下

許容値 20％以下 許容値 20％以下 許容値 20％以下

目標値 5％以下 目標値 5％以下 目標値 5％以下

精検未受診・ 許容値 30％以下 許容値 30％以下 許容値 20％以下

未把握率 目標値 10％以下 目標値 10％以下 目標値 10％以下

要精検率 基準値 6.8%以下 許容値 7.0％以下 基準値 7.7%以下 7.6%以下 許容値 11.0％以下 基準値 2.4%以下 2.3%以下 許容値 3.0％以下

がん発見率 基準値 0.21%以上 許容値 0.13％以上 基準値 0.19%以上 0.11%以上 許容値 0.11％以上 基準値 0.10%以上 0.05%以上 許容値 0.03％以上

陽性反応適中度 基準値 3.0%以上 許容値 1.9％以上 基準値 2.5%以上 1.5%以上 許容値 1.0％以上 基準値 4.1%以上 2.2%以上 許容値 1.3％以上

―

精検受診率

未把握率

精検未受診率

大腸がん

新 旧

90％以上

―

―

90％以上

―

―

―

90%以上90%以上

基準値

基準値

基準値

―

―

―

―

―

―

―

―

―

胃がん 肺がん

新
旧旧

新

基準値 90％以上基準値

基準値

基準値

基準値

基準値

基準値

基準値

基準値


